
アモルファスナノカーボン膜の膜圧縮による逆浸透性の向上 
Enhanced reverse osmosis performance in compressed amorphous nano-carbon membranes 
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近年、気候変動、温暖化、砂漠化気候、途上国の経済発展などで水不足の顕在化が発生し、地

球規模で大きな問題となっている。そのため、膜を用いた造水システムは、ますます重要性を増

している。現在、高分子膜を用いた逆浸透膜（RO膜）が主流となっているが、寿命が短い、表面

汚濁（ファウリング）などの課題がある。その課題解決に向け、我々は、カーボンナノチューブ

／ポリアミド複合膜[1]やダイヤモンドライクカーボン（DLC）をベースに最適に窒素を導入した

ナノカーボン膜[2]などを従来の高分子膜の代替案として提案してきた。しかし、代替案の中の窒

素を導入したナノカーボン膜は、まだ開発途上であり、更なる高機能化、膜の安定性は、実際の

膜システムに用いる際に求められる特性であった。 

本研究は、窒素を導入したナノカーボン膜の実用化に向け、更なる膜の高性能化および膜安定

性を求め、一般的に膜モジュールで用いられている水圧による分離膜の膜圧縮に着目し、開発に

取り組んだ。その結果について報告する。 

ナノカーボン膜の生成方法としてスパッタリングにて固体グラファイトターゲット材を用いた。

膜は、製膜中に窒素ガスを導入した膜（a-C:N膜）と、窒素ガスを導入しない膜（a-C膜）の 2種

類を準備した。膜の圧縮は、クロスフローシステム内で所定の条件で圧縮を行った。分離特性は、

圧縮前後の各ナノカーボン膜の塩排除率と透過流束を測定した。 

Table 1[3]に塩排除率と透過流束の結果を示す。

評価結果として、膜の圧縮により、塩排除率と

透過流束の改善傾向が確認した。分離特性の両

特性の改善傾向は、既存の高分子 RO 膜のいく

つかの欠点を克服するのに役立つ可能性を備え

た高機能分離膜として、実用化に向けて特性向

上を確認することが出来た。詳細およびメカニ

ズム等は発表時に報告する。 
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